




○予算と決算の差異について

(注１） 運営費交付金については、前年度繰越予定事業に係る執行計画の見直しにより、予算額に比して決算額が80百万円多額と
なっています。

(注２） 施設整備費補助金については、看護師宿舎整備事業の一部計画変更による減額及び翌年度に繰越となったため、予算額
に比して決算額が17百万円少額となっています。

(注３） 補助金等収入については、予算の段階では予定していなかった国からの補助金の獲得に努めたため、予算額に比して決算
額が1,383百万円多額となっています。

(注４） 授業料、入学金及び検定料収入については、主に学生在籍者見込数の減や入学志願者見込数の減により、予算額に比して
88百万円少額となっています。

(注５） 附属病院収入については、継続的な患者数及び手術件数の増に伴う単価増による増収のほか、一部の診療科において10
対１看護体制の実施及び平均在院日数の短縮等により、予算額に比して決算額が4,481百万円多額となっています。

(注６） 雑収入については、機器等使用料及び版権及特許権収入などの増収により、予算額に比して決算額が411百万円多額と
なっています。

(注７） 産学連携等研究収入及び寄附金収入等については、受託研究等及び寄附金の受入れ増等により、予算額に比して決算額
が2,790百万円多額となっています。なお、前期からの繰越額は181百万円となっています。

(注８） 引当金取崩については、執行計画の見直しにより、予算額に比して決算額が6百万円多額となっています。

(注９） 長期借入金収入については、看護師宿舎整備事業の一部計画変更による減額及び翌年度に繰越となったため、予算額に
比して決算額が384百万円少額となっています。

(注10） 承継剰余金については、予算の段階では予定していなかった国からの承継剰余金の使用により、予算額に比して決算額が
11百万円多額となっています。

(注11） 目的積立金取崩については、執行計画の見直しにより、予算額に比して決算額が1,509百万円少額となっています。

(注12） 教育研究経費については、退職者の減及び雇用計画の見直し等による人件費の減、経費節減のほか非常勤職員の寄附金・
補助金財源への変更などにより、予算額に比して決算額が3,070百万円少額となっています。

(注13） 診療経費については、患者数等の増に伴う診療費用の増により、予算額に比して決算額が4,470百万円多額となっていま
す。す。

(注14） 一般管理費については、事務局建物改修等により、予算額に比して決算額が1,496百万円多額となっています。

(注15） 施設整備費については、看護師宿舎整備事業の一部計画変更による減額及び翌年度繰越により、予算額に比して決算額が
401百万円少額となっています。

(注16） 補助金等については、予算の段階では予定していなかった国からの補助金の獲得に努めたため、予算額に比して決算額が
1,383百万円多額となっています。

(注17）

(注18） 長期借入金償還金については、看護師宿舎整備事業の一部計画変更による借入額の減額及び翌年度繰越による借入時
期の遅れにより、予算額に比して決算額が44百万円少額となっています。

産学連携等研究経費及び寄附金事業費等については、受託研究等及び寄附金の受入れ増等により、予算額に比して決算
額が1,872百万円多額となっています。なお、翌期への繰越額は918百万円となっています。




